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(57)【要約】
【課題】記述する楽しみを損なわないで自分史制作を行
えるように自分史制作を支援し、「生きた証」を永遠に
残し、後世へ伝えていくこと。
【解決手段】クライアントＰＣ１２から自分史を記述す
る対象である対象日付を受信し、ユーザＩＤと生年月日
とからなる生年月日テーブルを参照して、ログイン時の
ユーザＩＤから生年月日を取得する。受信した対象日付
と取得した生年月日とから、対象日付におけるユーザの
年令を算出し、年令に対応した質問をＨＤＤ２６に記憶
された質問テーブルから検索する。ＨＤＤ２６に記憶さ
れた年月日と時事情報とからなる時事情報テーブル及び
年月日と流行情報とからなる流行情報テーブルを参照し
て、対象日付を含む所定期間内の時事情報及び流行情報
を抽出し、抽出した時事情報及び流行情報と年月日とを
対応させた年表を生成する。検索した質問事項、及び生
成した年表をクライアントＰＣ１２へ送信して、同一画
面上に表示させる。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自分史を記述する対象となる対象日付、及びユーザの識別情報を端末装置から受信する
受信手段と、
　年代別の時事情報、年代別の流行情報、ユーザの識別情報に対応した生年月日、及び自
分史の記述を支援するための年令別に区分した質問事項を記憶した記憶手段から、前記受
信手段により受信した前記対象日付を含む所定期間内の前記時事情報及び前記流行情報を
抽出して、抽出した前記時事情報及び前記流行情報と年月日とを対応させた表を生成する
表生成手段と、
　前記ユーザの識別情報に基づいて前記記憶手段から前記ユーザの生年月日を検索し、検
索した前記生年月日と前記受信手段により受信した前記対象日付とから、前記対象日付に
おける前記ユーザの年令に対応した前記質問事項を検索する検索手段と、
　前記端末装置の画面上に前記表生成手段により生成された前記表、及び前記検索手段に
より検索された前記質問事項が表示されるように、前記端末装置へ前記表及び前記質問事
項を送信する送信手段と、
　を含む自分史制作装置。
【請求項２】
　前記送信手段により送信した前記質問事項に対する回答を前記端末装置から受信する回
答受信手段と、
　前記回答受信手段により受信した前記回答を所定のフォーマットに当てはめて自分史を
示すデジタルブックを生成するデジタルブック生成手段と、
　を更に含む請求項１記載の自分史制作装置。
【請求項３】
　前記デジタルブック生成手段は、前記回答を前記所定のフォーマットに当てはめる際に
、前記回答の解析を行い、解析した前記回答を自然な日本語へ変換する自動自然言語解析
処理を施す、
　請求項１または請求項２記載の自分史制作装置。
【請求項４】
　コンピュータを、
　請求項１～請求項３のいずれか１項記載の自分史制作装置を構成する各手段
　として機能させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自分史制作装置及びプログラムにかかり、特に、自分史の記述を支援する自
分史制作装置及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、自分の生きてきた証を残すため、自己の生い立ちや経歴を記した自分史を制作す
ることが行われている。
【０００３】
　しかし、一から自分史を書き始めようとしても、何から書き始めてよいかわからない場
合もあり、また、幼少の頃の記憶など昔の記憶は曖昧になっている場合が多い。
【０００４】
　そこで、ＹＥＳ／ＮＯ形式で答える質問や選択肢から回答を選択させる質問をユーザに
提示し、ユーザの回答を雛型文章に挿入して自分史を作成する自分史本出版方法が提案さ
れている（例えば、特許文献１）。
【特許文献１】特開平１１－３５３３０８
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００５】
　しかしながら、特許文献１の方法では、該当する選択肢がない場合などには、回答が制
限されてオリジナリティに欠ける場合があり、また、用意された選択肢を選択するだけで
は、自分史を記述するという楽しみも薄れてしまう、という問題がある。
【０００６】
　本発明は、上記目的を解決すべくなされたもので、記述する楽しみを損なわないで自分
史制作を行えるように自分史制作を支援することができる自分史制作装置を提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明の自分史制作装置は、自分史を記述する対象となる
対象日付、及びユーザの識別情報を端末装置から受信する受信手段と、年代別の時事情報
、年代別の流行情報、ユーザの識別情報に対応した生年月日、及び自分史の記述を支援す
るための年令別に区分した質問事項を記憶した記憶手段から、前記受信手段により受信し
た前記対象日付を含む所定期間内の前記時事情報及び前記流行情報を抽出して、抽出した
前記時事情報及び前記流行情報と年月日とを対応させた表を生成する表生成手段と、前記
ユーザの識別情報に基づいて前記記憶手段から前記ユーザの生年月日を検索し、検索した
前記生年月日と前記受信手段により受信した前記対象日付とから、前記対象日付における
前記ユーザの年令に対応した前記質問事項を検索する検索手段と、前記端末装置の画面上
に前記表生成手段により生成された前記表、及び前記検索手段により検索された前記質問
事項が表示されるように、前記端末装置へ前記表及び前記質問事項を送信する送信手段と
、を含むものである。
【０００８】
　本発明の自分史制作装置によれば、受信手段は、ユーザが端末装置から指定した自分史
を記述する対象となる対象日付、及びユーザの識別情報を受信する。ユーザの識別情報と
は、例えば、自分史制作サイトへログインするためのユーザＩＤや使用している端末装置
を識別するための固有番号等である。
【０００９】
　表生成手段は、年代別の時事情報、及び年代別の流行情報を記憶した記憶手段から、受
信した対象日付を含む所定期間内の時事情報及び流行情報を抽出して、抽出した時事情報
及び流行情報と月日とを対応させた表を生成する。
【００１０】
　また、ユーザの識別情報に対応した生年月日、及び自分史の記述を支援するための年令
別に区分した質問事項が記憶された記憶手段から、検索手段は、ユーザの識別情報に基づ
いてユーザの生年月日を検索し、検索した生年月日と受信手段により受信した対象日付と
から、対象日付におけるユーザの年令に対応した質問事項を記憶手段から検索する。なお
、記憶手段は、本発明の自分史制作装置自体に設けてもよいし、ネットワークで接続され
た外部のサーバに設けてもよい。
【００１１】
　送信手段は、端末装置の画面上に表生成手段により生成された表、及び検索手段により
検索された質問事項が表示されるように、端末装置へ表及び質問事項を送信する。
【００１２】
　このように、自分史を記述する対象となる対象日付を含む所定期間の時事情報及び流行
情報と、対象日付におけるユーザの年令に対応した質問事項がユーザの端末装置に表示さ
れるため、ユーザは当時の時事情報及び流行情報を参照しながら、当時の年令に対応した
質問事項に回答することにより自分史を記述することができる。
【００１３】
　また、本発明の自分史制作装置は、前記送信手段により送信した前記質問事項に対する
回答を前記端末装置から受信する回答受信手段と、前記回答受信手段により受信した前記
回答を所定のフォーマットに当てはめて自分史を示すデジタルブックを生成するデジタル
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ブック生成手段と、を更に含むものである。
【００１４】
　本発明の自分史制作装置の回答受信手段は、質問事項に対する回答をユーザの端末装置
から受信し、デジタルブック生成手段は、受信した回答を所定のフォーマットに当てはめ
て自分史を示すデジタルブックを生成するので、ユーザは、質問事項に対する回答を送信
するだけで、自分史を示すデジタルブックが生成されるため、容易な操作で自分史を示す
デジタルブックを制作することができる。
【００１５】
　また、本発明の前記デジタルブック生成手段は、前記回答を前記所定のフォーマットに
当てはめる際に、前記回答の解析を行い、解析した前記回答を自然な日本語へ変換する自
動自然言語解析処理を施すようにすることができる。
【００１６】
　デジタルブック生成手段は、回答を所定のフォーマットに当てはめる際に、回答の解析
を行い、解析した回答を自然な日本語へ変換する自動自然言語解析処理を施すため、回答
の入力スタイルにとらわれることなく、自然な自分史を制作することができる。
【００１７】
　また、本発明のプログラムは、コンピュータを、上記自分史制作装置を構成する各手段
として機能させるためのものである。
【発明の効果】
【００１８】
　以上説明したように本発明によれば、記述する楽しみを損なわないで自分史制作を行え
るように自分史制作を支援することができる、という効果が得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を詳細に説明する。
【００２０】
　本実施の形態では、ＳＮＳ（Ｓｏｃｉａｌ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）型のウ
ェブサイトのコンテンツの１つとして自分史制作サイトを提供する自分史制作システムに
本発明の自分史制作装置を適用した場合について説明する。
【００２１】
　図１に示すように、本実施の形態に係る自分史制作システム３０は、ウェブ上のコンテ
ンツとして自分史制作サイトを提供する自分史制作装置としてのウェブサーバ１０、及び
コンテンツ内容の表示や自分史の入力等を行うための複数のクライアントＰＣ（パーソナ
ルコンピュータ）１２で構成され、ウェブサーバ１０及びクライアントＰＣ１２は、イン
ターネット等のネットワーク１４を介して相互に接続されている。また、ネットワーク１
４には、出版社のサーバ１６や店舗のサーバ１８も接続されており、ウェブサーバ１０を
介して自分史を印刷して製本したアナログ本の出版を行ったり、後述する自分史制作サイ
トの年表に関連する商品等の購入を行ったりすることができる。
【００２２】
　図２は、ウェブサーバ１０の構成を示すブロック図である。ウェブサーバ１０は、後述
する自分史制作の処理ルーチン等の各種プログラムやパラメータ等が記憶された記憶媒体
としてのＲＯＭ２０、各種プログラムを実行するＣＰＵ２２、ＣＰＵ２２による各種プロ
グラムの実行時におけるワークエリア等として用いられるＲＡＭ２４、時事情報、流行情
報、及び質問事項等を記憶した記憶手段としてのＨＤＤ２６、ネットワーク１４と接続す
るためのネットワークインタフェース２８、及びこれらを相互に接続するためのバスＢＵ
Ｓが設けられている。なお、ＨＤＤ２６はネットワーク１４に接続されたサーバ等の外部
装置に設けてもよい。
【００２３】
　図３～図５を参照して、本実施の形態の自分史制作の処理ルーチンについて説明する。
【００２４】



(5) JP 2009-116519 A 2009.5.28

10

20

30

40

50

　ステップ１００で、ＳＮＳ型のウェブサイトにユーザがログインしたか否かを判断する
。クライアントＰＣ１２に表示されたログイン画面に入力された所定のユーザＩＤ及びパ
スワード等を受信し、ＨＤＤ２６に記憶されたユーザＩＤとパスワードとからなる認証テ
ーブルと照合して認証を行い、認証に成功した場合は、肯定されてステップ１０２へ進む
。ユーザＩＤ等を受信しない場合は、受信するまで待機し、認証に失敗した場合は、成功
するまで繰り返す。
【００２５】
　ステップ１０２で、ウェブサイトの中から自分史制作コンテンツを選択する信号を受信
したか否かを判断することにより、自分史制作コンテンツが選択されたか否かを判断する
。選択された場合は、ステップ１０４へ進み、選択されない場合は、ステップ１２２へ進
む。
【００２６】
　ステップ１０４で、自分史制作コンテンツの初期画面として、自分史を記述する対象で
ある対象日付を入力するための画面を表示するデータをクライアントＰＣ１２に送信し、
入力画面をクライアントＰＣ１２に表示させる。
【００２７】
　次に、ステップ１０６で、クライアントＰＣ１２の入力画面から入力された対象日付を
示す信号を受信したか否かを判断する。ユーザが初期画面に対象日付を入力して、確認ボ
タンをクリックする等によってクライアントＰＣ１２から送信した対象日付を示す信号を
受信した場合は、ステップ１０８へ進み、受信しない場合は、ステップ１２０へ進む。
【００２８】
　ステップ１０８で、ＨＤＤ２６に記憶されたユーザＩＤと生年月日とからなる生年月日
テーブルを参照して、ログイン時のユーザＩＤに対応した生年月日を取得する。生年月日
は初回ログイン時にその他の必要事項と共に登録されている。
【００２９】
　次に、ステップ１１０へ進んで、ユーザによる自分史記述を支援するための質問事項を
検索する質問事項検索処理を実行する。
【００３０】
　図４に、質問事項検索処理の処理ルーチンのフローチャートを示す。
【００３１】
　ステップ２００で、受信した対象日付と取得した生年月日とから、対象日付におけるユ
ーザの年令を算出し、次のステップ２０２で、ＨＤＤ２６に記憶された図５に示すような
、年令、状況、質問番号、及び質問からなる質問テーブルを参照して、算出した年令に対
応した状況を推定する。状況は例えば、０～５才は「小学校入学前」、６～１２才は「小
学校」、１３～１５才は「中学校」等のように年令別に区分されている。
【００３２】
　次に、ステップ２０４へ進んで、質問テーブルを参照して、推定した状況に対応した質
問を検索する。例えば、状況が「小学校」の場合には、「小学校の先生はどんな先生でし
たか？」や「小学校の時、どんな友達がいましたか？」等、状況に対応した質問が複数用
意されている。検索された質問にＱ１～Ｑｎの通し番号を付与して一端ＲＡＭ２４へ記憶
し、処理を終了してリターンする。
【００３３】
　次に、図３のステップ１１２へ進んで、自分史を記述する際に参照するための年表を生
成する年表生成処理を実行する。
【００３４】
　図６に、年表生成処理の処理ルーチンのフローチャートを示す。
【００３５】
　ステップ３００で、ＨＤＤ２６に記憶された年月日と時事情報とからなる時事情報テー
ブルを参照して、対象日付を含む所定期間内、例えば対象日付の前後１～２年内の時事情
報を抽出し、次のステップ３０２で抽出した時事情報と年月日とを対応させた表を生成す
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る。
【００３６】
　次にステップ３０４で、ＨＤＤ２６に記憶された年月日と流行情報とからなる流行情報
テーブルを参照して、対象日付を含む所定期間内の流行情報を抽出する。流行情報は月日
まで特定することが困難な場合もあるので、対象日付の年と流行情報テーブルの年月日の
年が一致するものを抽出するようにしてもよい。
【００３７】
　次に、ステップ３０６で、抽出した流行情報を、例えば音楽、ファッション、テレビ、
及び本等の分野別に分類し、次のステップ３０８で、分野毎に分類した流行情報と年月日
とを対応させた表を生成して、リターンする。ステップ３０２及びステップ３０８で生成
した表を合わせて年表と称する。
【００３８】
　次に、図３のステップ１１４へ進んで、ステップ１１０で検索した質問事項、及びステ
ップ１１２で生成した年表をクライアントＰＣ１２へ送信して、クライアントＰＣ１２の
同一画面上に表示させる。図７にクライアントＰＣ１２に表示される自分史記述のための
表示画面の一例を示す。表示画面は、質問及び回答入力用のテキストボックス４６を表示
するＱ＆Ａ領域３２と、時事情報を表示する時事情報領域３４と、流行情報を表示する流
行情報領域３６と、対象日付や後述するデジタルブック作成を指示するためのボタンを表
示する指示入力領域３８とを有する。
【００３９】
　Ｑ＆Ａ領域３２には、検索された質問の通し番号４０、質問４２、質問の通し番号に対
応して付された回答番号４４、及び回答入力用のテキストボックス４６が隣接して表示さ
れる。時事情報領域３４には、年月日順に時事情報が表示され、テキストデータだけでな
く、写真やイラストなどの静止画やニュース映像などの動画も表示される。流行情報領域
３６には、流行情報が分野ごとに表示される。時事情報と同様に、静止画や動画も表示さ
れる。
【００４０】
　ユーザは、時事情報領域３４及び流行情報領域３６に表示された情報を参照しながら、
年令に対応した質問に対する回答をＱ＆Ａ領域３２のテキストボックス４６へ入力する。
また、流行情報領域３６に表示された音楽の曲名やファッションの商品名等のテキストま
たは画像部分にはリンクが設定されており、該当部分をクリックすることにより関連サイ
トを参照して音楽をダウンロードしたり、商品を購入したりすることもできる。
【００４１】
　次に、ステップ１１６へ進んで、質問に対する回答を受信したか否かを判断する。ユー
ザが、図７に示す表示画面の指示入力領域３８のデジタルブック作成ボタン４８をクリッ
クすることにより、回答番号とテキストボックス４６に入力された回答とが対応付けられ
たデータがウェブサーバ１０へ送信される。ウェブサーバ１０は、回答番号と回答Ａ１～
Ａｎとが対応付けられたデータを受信する。受信した場合は、ステップ１１８へ進み、デ
ジタルブックを作成する処理を実行する。受信していない場合は、受信するまで待機する
。なお、指示入力領域３８のクリアボタン５０を押下すると、テキストボックス４６に入
力された内容がクリアされる。
【００４２】
　図８に、デジタルブック作成の処理ルーチンのフローチャートを示す。
【００４３】
　ステップ４００で、カウンタ値ｔに「１」をセットして、次のステップ４０２へ進み、
質問の通し番号ｎ＝ｔの質問、すなわち質問Ｑ１の質問番号をＲＡＭ２４から取得する。
次のステップ４０４で、図５の質問テーブルを参照して、取得した質問番号に対応する状
況を取得する。
【００４４】
　次に、ステップ４０６へ進んで、質問Ｑ１に対応する回答Ａ１をデジタルブックのフォ
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ーマットの質問に対応する状況に応じた所定箇所に挿入する。デジタルブックのフォーマ
ットは、図９に示すように、状況毎の項目に分類され、状況に対応する回答を挿入する回
答挿入領域５６が設けられている。例えば、質問Ｑ１の質問番号が「４」で、状況が「小
学校入学前」に該当する場合には、フォーマットの小学校入学前の項目の回答挿入領域５
６Ａに回答Ａ１が挿入される。また、質問Ｑ１の質問番号が「２１」で、状況が「小学校
」に該当する場合には、フォーマットの小学校の項目の回答挿入領域５６Ｂに回答Ａ１が
挿入される。同じ状況に区分される回答が複数ある場合は、回答に対応する質問の質問番
号順に並ぶように挿入される。
【００４５】
　また、質問内容によっては、所定の定型文をフォーマットに設けておく。定型文が設け
られたフォーマットへ回答を挿入する際は、回答の内容を単語毎に分割し、分割した単語
毎に品詞を解析したり、出現頻度や相関関係などを解析したりして、フォーマットの定型
文に当てはめたときに自然な日本語となるように変換する自動自然言語解析処理を施す。
フォーマットの定型文や解析に必要なデータは、記憶手段としてのＨＤＤ２６に記憶され
ており、解析のためのプログラムは、記憶媒体としてのＲＯＭ２０に記憶されている。
【００４６】
　例えば、「中学生の頃、楽しかったことは？」という質問に対して、「中学生の頃、『
○○○』が楽しかったです。」というフォーマットが設けられており、回答が「運動会が
楽しかったです。」であった場合に、そのまま回答を挿入すると、「中学生の頃、『運動
会が楽しかったです。』が楽しかったです。」となってしまうが、自動自然言語解析処理
を施すことにより、「中学生の頃、『運動会』が楽しかったです。」とすることができる
。すなわち、回答文の中には、質問に対する名詞で表される回答が含まれているので、定
型文を「いつ、○○○が、どうした。」形式の文書で記載しおき、回答から「○○○」部
分（ブランク部分）に挿入すべき名詞を抽出してブランク部分に挿入することにより文書
を作成する。
【００４７】
　次に、ステップ４０８へ進んで、カウンタ値ｔが通し番号ｎの最大値になったか否かを
判断することにより、全ての回答の挿入が終了したか否かを判断する。まだ終了していな
い場合には、ステップ４１０へ進んで、カウンタ値ｔをインクリメントしてステップ４０
２へ戻って、処理を繰り返す。
【００４８】
　全ての回答についてフォーマットへの挿入が終了した場合には、ステップ４１２へ進ん
で、回答が挿入されたフォーマットに、ユーザＩＤや作成日時等の情報を付与してデジタ
ルブックを作成（既に作成したデジタルブックが存在する場合は更新）して保存し、リタ
ーンする。
【００４９】
　次に、図３のステップ１２０へ進んで、自分史制作コンテンツ以外の他のコンテンツを
選択する信号を受信したか否かにより、他のコンテンツが選択されたか否かを判断する。
他のコンテンツが選択された場合には、ステップ１２２へ進んで、他の処理を実行して、
ステップ１２６へ進む。ここで、他の処理とは、ＳＮＳサイトのユーザとして登録されて
いる他のユーザにメールを配信するメール配信機能や、出身地や共通の趣味等をテーマと
して複数のユーザ同士がウェブ掲示板を利用して仲間（サークル）を形成する仲間構築機
能等を実現するための処理であり、これらは周知の処理であるため、説明を省略する。
【００５０】
　他のコンテンツが選択されない場合には、ステップ１２４へ進んで、ログアウトしたか
否かを判断し、ログアウトしない場合には、自分史制作コンテンツが選択されたままの状
態であるので、ステップ１０６へ戻って、対象日付を示す信号を受信したか否かを判断す
る。ここでは、ユーザが図７に示す表示画面の対象日付入力領域５２に対象日付を入力し
、確定ボタン５４をクリックすることにより送信される対象日付を示す信号を受信したか
否かで判断し、以下のステップの処理を繰り返す。
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【００５１】
　ステップ１２４及びステップ１２６で、ログアウトしたと判断した場合には、処理を終
了する。
【００５２】
　このように、ユーザは、記述しようとしている年代の時事情報及び流行情報を参照して
、過去の記憶をたどりながら当時の年令に対応した質問に回答していくことで自分史を記
述することができるため、ユーザの記述する楽しみを損なわず自分史制作を支援すること
ができる。
【００５３】
　また、記述した自分史は、ボタンを１つクリックするだけの操作でデジタルブック（電
子ブック）として生成されて閲覧可能となるため、ユーザにとって手軽に自分史制作を楽
しむことができる。デジタルブックとして制作した自分史は、ネットワーク１４上の出版
社を介して、デジタル書籍及びアナログ書籍として出版して、収益を得ることも可能であ
る。
【００５４】
　また、ウェブサーバ１０に保存された自分史をクライアントＰＣ１２で閲覧する場合に
は、図７のＱ＆Ａ領域３２にデジタルブックのデータを表示し、表示している自分史の年
月日に対応する時事情報及び流行情報を時事情報領域３４及び流行情報領域３６に表示す
るようにするとよい。前述の場合と同様に、流行情報領域３６に表示された音楽の曲名や
ファッションの商品名等のテキストまたは画像部分にリンクを設定し、閲覧者がリンクを
経由して企業のサイトで商品購入等を行うことにより、リンク元サイトの主催者として広
告収入を得ることもできる。さらに、各表示領域に表示された内容に関連して自動配信さ
れる広告を併せて表示するようにしてもよく、これにより、さらに広告収入を得ることが
可能となり、ユーザの自分史制作の意欲を増進することができる。
【００５５】
　また、自分史の記述と共に、記述内容に関連する静止画や動画も掲載可能であり、掲載
した静止画や動画は自分のアルバムとして、自分史制作サイトにアクセスすることにより
いつでも閲覧可能であり、また、永久的に残しておくこともできる。
【００５６】
　また、自分史の一環として、家系図を制作することもできる。定型の家系図フォーマッ
トに必要事項を入力することにより制作するようにしても良いし、上述の場合と同様、Ｑ
＆Ａ形式で回答して、回答を家系図フォーマットに挿入して制作しても良い。
【００５７】
　また、自分史の公開範囲は、例えば親族のみ、知人・友人のみ、一般公開等、記述者の
望む公開範囲を設定することができ、気兼ねなく自分史を記述して公開することができる
。
【００５８】
　本実施の形態では、クライアントＰＣ１２で表示及び入力可能なウェブサイトとして自
分史制作サイトを提供する場合について説明したが、携帯電話で利用可能な所謂モバイル
版のサイトとして提供するようにしてもよい。
【００５９】
　また、本実施の形態では、ＳＮＳ型のウェブサイトのコンテンツの１つとして、自分史
制作サイトを提供する場合について説明したが、独立のサイトとして提供するようにして
もよい。
【００６０】
　また、本実施の形態では、対象日付当時の年令に対応した状況を、０～５才は「小学校
入学前」、６～１２才は「小学校」、１３～１５才は「中学校」等のように年令別に区分
する場合について説明したが、状況はより詳細な分類としてもよいし、より簡略な分類と
してもよい。また、状況を推定せず、年令と質問とを直接対応付けてもよい。
【図面の簡単な説明】
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【００６１】
【図１】本実施の形態に係る自分史制作システムの概略構成図である。
【図２】ウェブサーバ１０の構成を示すブロック図である。
【図３】自分史制作の処理ルーチンを示すフローチャートである。
【図４】質問事項検索の処理ルーチンを示すフローチャートである。
【図５】質問テーブルの一例を示す図である。
【図６】年表生成の処理ルーチンを示すフローチャートである。
【図７】自分史記述のための表示画面の一例を示す図である。
【図８】デジタルブック作成の処理ルーチンを示すフローチャートである。
【図９】デジタルブックのフォーマットの一例を示す図である。
【符号の説明】
【００６２】
１０  ウェブサーバ
１２  クライアントＰＣ
１４  ネットワーク
３２  Ｑ＆Ａ領域
３４  時事情報領域
３６  流行情報領域
４８  デジタルブック作成ボタン

【図１】

【図２】

【図３】
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